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■背 景 と 目 的 

 発展途上国の急速な発展は、石油、石炭、バイオマス等の炭素資源の高騰と枯渇への不安を生んでい

る。石油ショック以来、わが国は、省エネルギー技術の開発により世界一のエネルギー効率を達成し、

供給不安のある石油から、石炭、天然ガスとのバランスよい使用へのシフトと、原子力の利用拡大とあ

わせて実施し、問題を解決してきた。しかしながら、第 3 次エネルギー危機と呼ばれる現在、過去の石

油ショック時と比較して、地球環境保全への厳しい制約、地球温暖化防止、一層のエネルギー効率の達

成、といった科学技術上の問題に加え、国境を越えた汚染に代表されるように、その科学技術の開発も

実施も、日本一国の枠を超えて、アジア、さらには、全世界的な取り組みが必要である。一方において、

とくに技術の基盤となる基礎研究は、大学における炭素資源研究拠点の不足により深刻であり、また、

石炭利用に携わる研究者、技術者も、大学での人材減、団塊の世代の定年退職期を迎え、早急に人材を

育成することが望まれている。 

 九州大学は、旧産炭地の歴史を踏まえた資源開発と利用に関する研究実績と、環境に関する先進的な

取り組みを実施している。社会的要請に応えるべく、昨年度から 3 ヵ年計画で、石炭等化石資源の有効

利用に関する教材の産学連携での開発事業（経済産業省）を受託するとともに、文理を超えた炭素資源

研究、環境研究等関連研究を集中実施する「炭素資源国際教育研究センター」を 4 月に発足させ、この

問題にとりくむ拠点形成を推進してきた。本 COE は、これらの九州大学の取り組みの、優秀な研究陣

を結集した豊富な研究実績を基盤に、次世代の環境負荷なき低消費エネルギー社会を実現する「新炭素

資源学」の構築と、「世界、とくにアジアで実践的に活躍する若手研究人材」の育成をめざしている。 

■内 容 

【拠点構成と人材育成カリキュラム】九州大学（梶山千里総長）と福岡女子大学（高木誠学長）の 2 大

学が連携し、福岡地区の地域を結集して取り組む事業である。九州大学の総合理工学府（筑紫キャンパ

ス）に所属する物質理工学専攻を主専攻に、総合理工学府の量子プロセス理工学、環境エネルギー工学、

大気海洋環境システム学、工学府の地球資源システム工学、化学システム工学、経済学府の経済工学の

６専攻が参画し、さらに、福岡女子大学の生活環境学専攻が加わった 8 専攻体制で拠点を形成する。拠

点においては、修士課程 2 年次に在籍する学生から希望者を選抜して基礎教育を実施し、博士後期課程

から編入学する学生をあわせて、博士後期課程で 1 学年 15~30 名の学生を受け入れ、通常の学位論文作

成と並行して、リサーチプロポーザルと研究、シンポジウム企画と実行、長短 2 種類のインターンシッ

プ（海外研修、企業研修）を特長とするカリキュラムで人材育成をおこなう。アジアを中心とした留学

生と一緒になって学ぶグローバルなカリキュラムであり、拠点で教育する学生の 40%程度が留学生であ

る環境を想定している。これらのカリキュラムの一部は、総合理工学府の大学院 GP プログラムですで

にその有効性を実証済みである。なお、拠点にはキャリヤパス支援室を置き、博士課程修了者が、学術
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概 要 
 本 COE は、炭素資源の有効利用と地球環境を守る科学技術を 2 大学 8 つの専攻で追求し、グロ

ーバルな視点で若手研究人材を育成するプログラムです。石油、石炭等の炭素資源は、エネルギー

源だけでなく、化学原料として人類の生活になくてはならないものです。最近、発展途上国の急激

な経済発展に伴い、資源高騰、越境汚染等の問題が身近なものとなり、その解決が求められていま

す。石炭は、温室効果ガスである CO2、大気環境汚染源の窒素酸化物、硫黄酸化物等、解決すべき

課題の多い炭素資源の象徴です。本 COE は、次世代の環境負荷なき社会を作るために、その極限ま

での炭素資源有効利用科学技術の開発と、低消費エネルギー社会を実現する炭素資源由来の材料開

発を推進し、先端研究を通じて未来戦略の立案と現実的な問題を解決する若手人材を育成します。 
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機関だけでなく、企業、国際機関等で活躍できる道の支援を実施する。 

【最先端プロジェクト研究】 これらの人材育成カリキュラムは、九州大学と福岡女子大学で実施して

いる最先端研究への学生の参画を基盤としている。最先端研究は、大別して 2 つの方向性で実施する。

１つは炭素資源有効利用の工学であり、資源開発、転換、利用、廃棄物処理にいたるプロセスを環境負

荷なく、最高効率で実現することを目的とする。拠点に参加する研究者の約半数がこのプロジェクトに

関わり、たとえば、今年度から、（財）電力中央研究所との共同研究で大型プロジェクトを実施する予

定である。もうひとつは、炭素資源に関わる地球環境保全学であり、グローバルな地球環境変動の経済

的・理工学的な予測、環境変動の計測から対策にいたる総合科学を、拠点参加研究者の密接な連携のも

とに実施する。これらの研究は、すでに、拠点参加研究者個々が優れた実績を持っており、拠点形成に

より、その相互交流による相乗効果と総合性に優れた成果創出をめざす。 

【若手研究者育成】 博士後期課程学生の育成だけでなく、博士後期課程を終え、さらに先端研究に従

事する助教クラスの若手研究者を国際公募により募集し、先端研究に専念させることにより最先端研究

成果を創出するとともに、研究者としての組織的育成を図る。拠点では、採用された若手研究者に、希

望により博士後期課程カリキュラムを活用して国際性や実践性を学ぶ機会を開放し、また、キャリヤパ

ス支援により、幅広い場での活躍ができる場を提供する。 

【連携】 本拠点が目指す問題の解決には、研究面でも人材育成面でも多様かつグローバルな連携が必

須である。地域連携としては、すでに福岡女子大学の参加を得ているが、今後、国内の炭素資源研究者

が結集して連携研究を実施する。また、本拠点の研究の実践性は、広く産業界との連携を実施すること

により達成する。さらに、世界的な炭素資源研究拠点の減少の中で、本拠点の活動はユニークであり、

世界的な注目が集まると予想される。拠点の活動の第一目標は、新炭素資源学の実践の場がアジアであ

ることを重視し、国境を接する中国、韓国、資源国であるインドネシアであり、これらの国を代表する

２大学 1 研究機関との連携契約を締結済みである。第二目標として、豊富な炭素資源を持ち、その環境

負荷なき利用科学技術の共同開発を求めている、オーストラリア、カナダ、インド等との連携を順次実

現していく。以上の連携には、炭素資源国際教育研究センターの客員部門制度を活用する。 

【拠点の波及効果と将来像】 これらの研究成果は、現在のエネルギー危機を、CO2地底貯留を含む徹

底した環境管理のもとに、石炭と未利用炭素資源利用により解決するとともに、炭素資源の特徴である

多様な化学原料を用いて低消費エネルギー社会を実現する新材料開発により、省エネルギーを推し進め

る。一方、先端研究に基盤を置いて育成された若手研究者は、グローバルな視点と文理を超えた多くの

知識と経験を持ち、現場を知り、対策を立てうる実践性を有する。本拠点の活動の未来像は、消費する

炭素資源の中の再生利用率を高め、地球が再生しうる範囲内での CO2排出量で快適に暮らせる社会を実

現する科学技術の開発であり、また、これらの実践に必要な、エネルギー環境戦略を立てうる多数の国

際的な人材の輩出である。 

 

【お問い合せ】 
「新炭素資源学」拠点リーダー 
九州大学・先導物質化学研究所長 
（併）総合理工学府物質理工学専攻教授 
         永島 英夫 
電話：０９２－５８３－７８１９ 
（携帯）０９０－２５１１－５８９９ 
FAX：０９２－５８３－７８１９ 
Mail：nagasima@cm.kyushu-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 


